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事業計画 目次はじめに

近年、核家族化や地域コミュニティの繋がりの希薄化による社会的孤立、「8050」問題、ダブ
ルケア、引きこもりのほか、地域過疎、度重なる災害、物価高騰など先行きの見えない社会情勢の
中、これまでの福祉政策が整備してきた、子ども・高齢者・障がい者・生活困窮者といった対象者
ごとの支援体制だけでは、人びとが持つ様々なニーズへの対応が困難になってきています。 また、
我が国は、いわゆる「団塊の世代」と呼ばれる人たちがすべて75歳以上の後期高齢者となり、今
後、福祉の需要はますます高まっていきます。

このような状況の中で、国では既存の相談支援等の取り組みを活かしつつ、地域住民の複雑
化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構築する「重層的支援体制整備事
業」を創設しました。

２０４０年には、現代社会とは大きく相違する社会が想定されており、地域経済や商業、インフラ、
教育に文化活動なども大きく変異していることが見込まれ、当然に福祉も現在とは違う仕組みづ
くりが求められます。

名張社会福祉協議会（以下「本会」という。）は、名張市と地域福祉の推進に当たり理念や施
策の方向性を共有し、「第５次名張市地域福祉（活動）計画」を両者で一体的に策定し、より効果
的に施策を推進していくこととしました。

また、介護保険事業や保育事業では、安心で質の高いサービスの提供に努め、利用者の確保等
により事業経営の健全化に努めるとともに、職員の処遇改善の促進に取り組んでいます。

今後、「第５次名張市地域福祉（活動）計画」に基づき、地域の生活課題の解決のため、地域づ
くり組織、民生委員児童委員、ボランティア団体、福祉関係団体等との協働により事業を進め、本
会の基本理念である「誰もが、住み慣れたまちで、安心して自分らしく暮らせる福祉のまちづく
り」」をめざし、役職員一同、市民の信頼と本会の存在意義を示すことができるよう取り組んでい
きます。

２０２６年（令和８年）４月
社会福祉法人
名張市社会福祉協議会
会長 杉本 丈夫
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